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-川西小、元気に始業式

8月10日夜に北校舎 などを焼失した川

西小学校は19日、隣の川西社会体育館で

始業式を行いました。 児童たちは予定の

日程で 2学期がスタートでき、安心した

様子。桜井松夫校長は全校児童 341人を

前に、「火災という不幸なできごとに負け

ず、元気に勉強してほしし、」と呼びかけ

ました。(写真=全校児童で校歌斉唱)

市民の動き(8月1日現在)総人口118，857人(十50)/世帯数38，475 ( + 10) )内は前月比です。
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仮
校
舎
で
授
業
開
始

全焼した北校舎、後方は延焼を逃れた体育館(8月11日午前 9時30介)

夏
休
み
中
の
八
月
十
日
夜
、
市
内
仁
古
田
の
川
西

小
学
校
(
桜
井
松
夫
校
長
・
児
童
数
三
百
四
十
一
人
)

か
ら
火
災
が
発
生
し
、
北
校
舎
な
ど
を
焼
失
し
ま
し

た
。
市
で
は
、
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
の
建
設
を
急
ピ

ッ
チ

で
進
め
、
二
十
日
に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
川
西
小
で

は
、
十
九
日
の
始
業
式
に
続
き
、
二
十
一
日
か
ら
二

学
期
の
授
業
を
始
め
ま
し
た
。

|九 |
仁二二コ
焼失・損壊個所

完成したプレハブ校舎

8
月
刊
日
夜
に
発
生

火
災
は
八
月
十
日

の
夜、

川
西
小

学
校
の
北
校
舎
か
ら
発
生
。
午
後
九

時
三
十
六
分
、
校
内

の
自
動
火
災
感

知
機
に
よ
り
、
消
防
本
部
桁
令
引
に

火
災
の
通
知
が
入
り
ま
し
た
。

直
ち
に
、

川
西
分
署
を
は
じ
め
と

す
る
消
防
署、

市
内
消
防
団

の
全
分

団、

青
木
村
消
防
団
が

川
西
小
に
駆

け
つ
け
消
火
に
あ
た

っ
た
も

の
の
、

火
の
回
り
が
速
く
消
火
作
業
は
難
航

し
ま
し
た
。
結
局
、
木
造
二
階
建
て

の
北
校
舎
(
普
通
教
室
十
二
、
特
別

教
室
二
)
を
は
じ
め
、
昇
降
口
、
給

食
主
な
ど
約
二
千
二
百
平
方
灯
を
焼

い
て
、
午
後
十
一
時
に
鎮
火
し
ま
し

た
。火

災
の
際
は
、
地
元
自
治
会
、
消

防
団
、

P
T
A
な
ど
多
数

の
皆
様
に
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消
火
活
動
、

学
校
備
品

の
運
び
出
し、

炊
き
出
し
な
ど
ご

尽
力
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

お
か

げ
さ
ま
で
、
南
校
舎

(管
理
棟
)、
体

育
館

へ
の

延
焼
を
食
い

止
め
る

こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

一
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
を
建
設

市
は
、
翌
十

一
日
の
朝
、
永
野
市

長
を
中
心
に
緊
急
部
長
会
議
を
聞
き、

二
学
期
の
授
業
に
間
に
合
う
よ
う
早

急
に
プ
レ
ハ
ブ

の
仮
校
舎
を
建
設
す

る
こ
と
な
ど
を
決
め
、
上
田
市
建
設

業
協
会
に
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

十
二
日
に
は
、

プ
レ
ハ
ブ
校
舎
の

建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。
連
日
三
十

1
五
十
人
が
作
業
に
当
た
リ
、
十
七

日
か
ら
は
徹
夜
で
工
事
を
進
め
て
く

れ
ま
し
た
。
二
十
日
に
は
、

長
さ
六

十
五
灯
、
幅
九
・

三
灯
の
プ

レ
ハ
ブ



l 上田地方に集中豪雨|

浸水など

各地で被害

上
田
地
方
は
、
八
月
十
六
日
夜

か
ら
十
七
日
未
明
に
か
け
て
局
地

的
な
集
中
豪
雨
が
降
り
、
住
宅
が

水
に
つ
か
る
な
ど
の
被
害
が
出
ま

し
た
。

上
田
気
象
連
絡
所
の
観
測
に
よ

る
と
、
十
六
日
夜
か
ら
十
七
日
朝

ま
で
の
総
雨
量
は
九
十
八
ミリ
。
な

か
で
も
、
十
六
日
午
後
十
一
時
か

ら
十
七
日
午
前
二
時
ま
で
の
三
時

間
は
、
八
十
二

ミリ
に
達
し
た
。

こ
の
た
め
、
市
内
で
は
六
十
戸

が
床
上
浸
水
、
二
百
三
十
戸
が
床

下
浸
水
す
る
な
ど
、
昭
和
五
十
八

年
九
月
の
台
風
に
よ
る
集
中
豪
雨

以
来
の
水
害
を
受
け
ま
し
た
。
特 ア

早速、夏休み帳を聞いて授業(8月21日)

校
舎
二
棟
(
普
通
教
室
十
二
、
特
別

教
室
二
)
が
川
西
小
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

南
側
に
完
成
。
普
通
な
ら
ば
二
か
月

か
か
る
工
事
が
短
期
間
で
で
き
た
の

は
、
市
建
設
業
協
会
、
市
電
設
業
協

会
な
ど
の
皆
さ
ん
が
、
お
盆
休
み
を

返
上
し
て
協
力
し
て
く
れ
た
お
か
げ

で
す
。教

室
巳
笑
顔
、
が
戻
っ
た

十
九
日
の
二
学
期
始
業
式
に
続
き
、

月
曜
日
の
二
十
一
日
に
は
プ
レ

ハ
ブ

校
舎
で
の
授
業
が
始
ま
り
、
教
室
に

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
戻
り
ま
し
た
。

に
、
小
河
川
や
側
溝
が
あ
ふ
れ
た

市
街
地
の
材
木
町
や
横
町
、
神
川

地
区
の
大
屋
な
ど
で
は
浸
水
家
屋

が
続
出
し
ま
し
た
。

被
害
総
額
は
二
億
九
千
四
百
万

円
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
主
な
も
の

で
は
、
農
地
、
水
路
、
農
作
物
な

ど
の
農
政
関
係
で
一
億
四
千
百
万

円
。
道
路
の
破
壊
や
河
川
の
護
岸

崩
落
な
ど
の
公
共
土
木
関
係
で
一

億
八
百
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す。
今
回
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
家

屋
や
田
畑
な
ど
に
被
害
を
受
け
ら

れ
た
多
く
の
皆
様
に
対
し
、
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
日
は
、
ま
ず
前
日
に
完
成
し
た

プ
レ
ハ
ブ
校
舎
の
前
に
児
童
、
先
生

が
集
ま
り
、
「
二
度
と
火
事
を
起
こ
さ

ず
、
み
ん
な
元
気
に
勉
強
で
き
る
よ

う
に
」
と
祈
っ
た
後
、
仮
校
舎
建
設

に
あ
た
っ
た
市
建
設
業
協
会
代
表
に

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

お
札
を
言
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
市
内
小
・
中
学
校
か
ら

集
ま
っ
た
机
・
い
す
を
全
児
童
が
体

育
館
か
ら
教
室
に
運
び
込
み
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ス
と
も
、
教
室
内
を
き
れ
い

に
清
掃
し
た
後
、
早
速
夏
休
み
帳
を

開
い
て
授
業
を
始
め
ま
し
た
。

大
屋
で
は
瀬
沢
川
の
直
撃
を
受
け

土
砂
が
家
の
中
に
流
れ
込
む
被
害
も
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すま」切買い

り町づく
--13日
普及促進週間

-

大
気
汚
染
、
水
質
活
濁
、
騒
音
、
振
動
、
悪
臭
、

土
壌
汚
染
、
地
盤
沈
下
:
・。
わ
だ
し
だ
ち
の
文
明
ガ

高
度
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
害
ガ
発

生
し
て
い
ま
す
。
高
度
技
術
社
会
を
作
り
上
げ
だ
代

償
と
し
て
、
わ
だ
し
だ
ち
は
快
適
な
環
境
を
失
い
、

今
日
、
そ
の
大
切
さ
に
よ
う
や
く
気
位
き
、
環
境
の

整
備
に
力
を
注
い
で
い
る
の
で
す
。
下
水
道
は
、
水

質
汚
濁
や
悪
臭
公
害
を
軽
減
さ
せ
、
快
適
な
環
境
を

創
造
す
る
だ
め
に
生
ま
れ
芝
、
古
代
か
ら
受
け
継
が

れ
だ
文
明
で
す
。
九
月
十
日
は
「
全
国
下
水
道
促
進

デ

l
L。
下
水
道
の
果
た
す
役
割
を
改
め
て
考
え
て

み
だ
い
も
の
で
す
。

• 

下
水
道
の
役
割

-
衛
生
的
な
生
活
環
境
を
作
る

工
場
や
事
業
所
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
だ
汚
水
を

川
や
側
溝
に
流
し
続
け
る
と
、
水
は
属
り
、
ハ
工
や

カ
ガ
発
生
し
ま
す
。
ま
芝
、
汚
泥
が
だ
い
積
し
、
悪

臭
の
発
生
源
と
も
な
り
ま
す
。

下
水
道
ガ
整
備
さ
れ
る
と
、
汚
水
を
道
路
に
埋
設

さ
れ
だ
管
の
中
に
排
出
す
る
こ
と
が
で
き
、
衛
生
的

な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

-
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
る

く
み
取
り
式
便
所
に
代
わ
り
、
悪
臭
ゃ
く
み
取
り

の
手
聞
が
い
ら
な
い
衛
生
的
な
水
洗
ト
イ
レ
ガ
使
え

ま
す
。
ま
芝
、
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
か
だ
に
も
、

気
軽
に
使
え
る
洋
式
の
ト
イ
レ
で
快
適
な
生
活
が
で

き
ま
す
。

-
川
や
湖
、
海
を
き
れ
い
に
す
る

家
庭
か
ら
流
さ
れ
だ
下
水
は
、
下
水
管
に
よ
り
、

下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
(
秋
和
)
に
集
め
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
工
程
を
経
て
、
き
れ
い
な
水
に

し
て
川
に
戻
し
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
か
ら
放
流
さ
れ
る

水
に
は
、
法
律
で
厳
し
い
規
制
ガ
か
け
ら
れ
、
一
時

も
基
準
を
超
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
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負
担
は
下
水
道
料
金
だ
け

便
器
の
破
損
や
私
費
で
設
置
し
だ
排
水
設
備
の
修

繕
に
つ
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
あ
な
た
の
負
担
に
な
り

ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
費
用
は
、
す
べ
て
下
水
道
使

用
料
金
だ
け
で
す
。

放
流
式
の
浄
化
槽
の
よ
う
に
、
処
理
の
だ
め
の
電

気
代
、
活
泥
の
処
理
や
水
質
模
査
な
ど
に
必
要
な
費

用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
芝
、
こ
の
浄
化
槽
は
宗
久

的
に
使
用
で
き
る
施
設
で
は
な
く
、
壊
れ
れ
ば
ま
だ

新
し
い
物
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

改
造
資
金
お
万
円
ま
で
融
資

市
で
は
、
下
水
道
整
備
計
画
の
あ
る
地
区
の
皆
さ

ん
に
、
自
治
会
単
位
で
改
造
工
事
に
必
要
な
資
金
を

積
み
立
て
る
積
立
組
合
の
設
立
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

こ
の
組
合
に
加
入
し
て
い
る
か
だ
を
対
象
に
、
排
水

設
備
の
改
造
に
か
か
る
資
金
の
融
資
を
あ
っ
せ
ん
し

て
い
ま
す
。

借
入
限
度
額
は
三
十
五
万
円
で
、
利
子
の
一
部
を

市
ガ
利
子
補
給
し
ま
す
の
で
、
本
人
負
担
は
年
四

・

七
五
%
で
す。

利
用
に
つ
い
て
は
、
積
立
組
合
長
さ

ん
、
ま
だ
は
、
下
水
道
課
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。



下水
引役

が
よ
み
が
え

蛭
沢
川
で
水
質
が
改
善

ひ
る
さ
わ

市
中
心
部
を
流
れ
る
蛭
沢
川

。

家
庭
雑
排
水
や
商
庖
街
が
ら
の
排
水

に
よ
っ
て
水
質
汚
濁
が
進
み
、
下
図

の
よ
う
に
B

O
D
が
二
五
時
/
4
前

後
の
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
下
水
道

の
整
備
に
伴
い

、

急
速
に
水
質
が
改
善
さ
れ
て
、
放
流

し
た
コ
イ
も
す

っ
か
り
定
着
、
清
流

に
住
む
水
生
昆
虫
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
蛭
沢
川
が
流
入
す

る
矢
出
沢
川
で
も
効
果
を
あ
げ
て
い

ま
す
。

下
水
道
事
業
が
開
始
さ
れ
た
時
点

の
人

口
集
中
地
区
は
、
現
在
、
郊
外

へ
の
人
口
の
流
出
が
続
き
、
ド
ー
ナ

ツ
現
象
や
ス
プ

ロ
l
ル
現
象
な
ど
に

よ
り
、
蛭
沢
川
や
矢
出
沢
川
で
も
上

流
の
水
質
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。

日
道

ア
水

月
下

9
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蛭
沢
川
の
水
質

接
続
は
あ
な
た
の
義
務
で
す

こ
の
よ
う
な
役
割
を
も
っ
下
水
道
は
¥
供
用
開
始

の
告
示
が
さ
れ
だ
区
域
内
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
条

例
で
雑
排
水
は
六
か
月
以
内
に
、
下
水
道
法
に
よ
り

水
洗
ト
イ
レ
は
三
年
以
内
に
改
造
し
、
下
水
道
に
接

続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
軒
ぐ
ら
い
接
続
し
な
く
て
も
:・
」
と
い
う
考

え
が
、
快
適
な
環
境
を
推
進
す
る
力
に
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
て
い
る
の
で
す
。
告
示
前
で
も
、
下
水
道
ガ
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
だ
ら
、
で
き
る
だ
け
早

く
接
続
工
事
を
し
て
く
、だ
さ
い
。

排
水
設
備
工
事
は
指
定
庖
で

下
水
本
管
の
布
設
が
終
わ
り
、
使
用
ガ
可
能
に
な

る
と
、
次
は
い
よ
い
よ
皆
さ
ん
の
家
の
ト
イ
レ
と
雑

排
水
を
接
続
す
る
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
接
続
工
事
が
で
き
る
三
十
四
の
工
事
屈

を
指
定
し
て
い
ま
す
。
指
定
工
事
庖
は
¥
め
ん
ど
う

な
手
続
き
を
す
べ
て
代
行
す
る
と
と
も
巳
¥
責
任
あ

る
工
事
を
し
ま
す
。
指
定
工
事
屈
に
つ
い
て
は
、
下

水
道
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

本
位
目
布
設
に
ご
協
力
を

下
水
道
本
管
布
設
工
事
中
は
、
長
期
間
に
わ
だ
り

通
行
正
め
や
片
側
通
行
と
な
り
ま
す
。
伺
近
の
皆
さ

ん
に
は
、
自
治
会
を
通
じ
て
連
絡
し
ま
す
の
で
、
下

水
道
の
整
備
推
進
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
(
内
線
A
1
5
3
3
)

市
で
は
、
「
下
水
道
促
進
デ

l
」
に
合
わ
せ
た
期

間
中
(
九
月
七
日
か
ら
同
十
三
日
)
、
次
の
催
し
を

行
い
ま
す
。

マ
全
国
の
デ
ザ
イ
ン
ふ
た
の
展
示

九
月
七
日
同
か
ら
間
十
三
日
制
。
市
役
所
一
階

口
ビ

l
で
。

マ
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
一
般
開
放

九
月
七
日
嗣
か
ら
同
十
三
日

附
ま
で
。

マ
「
下
水
道
な
ん
で
も
相
談
所
」
の
開
設

九
月
一
日
働
か
ら
同
十
三
日
制
。
下
水
道
課
で
。

「下水道いろいろコンクール」募集要項 (日本下水道協会)

~ 資格 規 キ各

B 4-A 2半IJ以内。クレヨン画、水彩画。 19月 10日全

ポスター 小・中学生 国下水道促進デー」の文字 を入れる (tこだし 、小学校

|一3年は入れなくともよい)

小学生は600ー 1，600字以内。中学生は 1，600-2，000

作 文 小・中学生 字以内。400字詰め原稿用紙(たて書 き)を使用し 、

タイト ルを明記。

量ロ五ロ 制限なし 官製はがき|枚に作品|点(応募点数に制限なし)

キャビネから四つ切判まで。 白黒、カ ラーいずれも

写 真 制限なし
よく、自作未発表のもの。応募点数 に制限はないが、

単写真・組写真(3枚以内で)1¥頁番をつける)の区別を

記入。

それぞれ住所、氏名、職業(小・中学生は学校名、学年)、年齢、電話

応募要領 番号を記入し、 11月 14日(火)までに下水道課へ提出して くださ L'o

学校などで応募する場合は、学校単位でまとめてくださ い。
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圃

企
健
康
メ
モ

お
年
寄
り
の
健
康
①

ボ
ケ
な
い

「
人
生
八
十
年
」
と
言
わ
れ
る
時

代
に
な
り
、
年
齢
を
感
じ
き
せ
な
い

ほ
ど
元
気
な
高
齢
者
の
か
た
を
よ
く

見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す

ね
。
し
か
し
、
寝
た
き
り
の
か
た
や

痴
ほ
う
性
老
人
と
呼
ば
れ
る
か
た
も

少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

年
を
と
る
と
、
だ
れ
で
も
近
く
の

も
の
が
見
え
に
く
く
な
っ
た
り
、
耳

が
遠
く
な
っ
た
り
、
無
理
が
き
か
な

く
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い

こ
と
を
覚
え
る
力
や
計
算
を
す
る
力

な
ど
が
低
下
し
て
き
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
、

心
も
体
も
健
康
で

過
ご
し
た
い
も
の
で
す
が
、
老
い
る

と
い
う
こ
と
は
避
け
て
通
れ
な
い
こ コ・

、ソ・
と
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
老
化
現
象

の
進
行
を
遅
く
す
る
こ
と
は
可
能
で

す
。
今
回
は
、
ボ
ケ
な
い
で
元
気
に

過
ご
す

コ
ツ
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す。

バ
ラ
ン
ス
よ
い
食
事

お
年
寄
り
の
ボ
ケ
を
も
た
ら
す
原

因
に
は
、
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、

脳
卒
中
に
よ
る
も
の
が
多
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
脳
の
血
管
が
老
化
す

る
と
つ
ま
っ
た
り
、
破
れ
た
り
す
る

の
で
す
。
で
す
か
ら
、
ボ
ケ
な
い
た

め
に
脳
の
血
管
を
若
々
し
く
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
第
一
に
パ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
が
大
切
で
す
。

食
べ
す
ぎ
、
飲
み
す
ぎ
、
糖
分
の
取

り
す
ぎ
は
動
脈
硬
化
の
引
き
金
と
な

り
ま
す
。

近
所
の
友
だ
ち
と
お
茶
飲
み
を
す

る
機
会
も
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

お
ま
ん
じ
よ
う
や
ょ
う
か
ん
な
ど
を

食
べ
す
ぎ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
ペ
ロ

ッ
と
口
に
入
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
上

ご
は
ん
も
普
通
に
食
べ
て
い
て
は、

栄
養
が
偏
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
む
し

ろ
甘
い
も
の
は
控
え
め
に
し
て
、
良

質
の
た
ん
ぱ
く
質
を
含
む
食
品
、
例

え
ば
魚
、
豆
腐
や
納
豆
な
ど
も
ぜ
ひ

と
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

タ
バ

コ
は
脳
の
血
管
な
ど
を
収
縮

さ
せ
る
作
用
が
あ
り
ま
す
の
で
、
タ

バ
コ
は
控
え
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

ど
う
し
て
も
や
め
ら
れ
な
い
人
も
い

ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
本
数
を
少
な

く
す
る
よ
う
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ

毎
日
、
軽
い
運
動
を

足
、
腰
の
衰
え
を
防
ぐ
た
め
、
う

っ
す
ら
と
汗
ば
む
程
度
の
軽
い
ス
ポ

ー
ツ
を
し
ま
し
ょ
う
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
な
ど
、
だ
れ
で
も
楽
し
め
る
ス
ポ

ー
ツ
が
普
及
し
て
き
ま
し
た
が
、
と

て
も
よ
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
勝

敗
に
ム
キ
に
な
ら
ず
、
楽
し
ん
で
く

城

猿;ィE
飛ら子 」ミ
く 金田

ん t
lこヨ
決 タ
~ I A I 

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

教
養
講
座
の

受
講
生
募
集

マ
対
象
市
内
に
住
む
か
、
市
内

事
業
所
に
勤
務
す
る
二
十
九
歳
ま
で

の
か
た
マ
募
集
講
座
別
表
の
と

お
り
マ
費
用
茶
道
、
生
け
花
、

手
編
み
は
受
講
料
四
千
百
二
十
円
(手

話
は
無
料
)。

ほ
か
に
材
料
費
が
必

要
と
な
る
講
座
が
あ
り
ま
す
。
マ

申
し
込
み
九
月
七
日
嗣
か
ら
同
二

十
二
日
悩
ま
で
に
、
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
(
消
防
本
部
前
・
宮
⑫
7
1
1
7
)

へ
来
館
し
、
手
続
き
を
。
受
付
時
間

城
下
町
上
田

・
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
発
表
会
と
表
彰
式
が
、
八

月
十
二
日
の
夕
方
、
上
田
駅
前
広
場

で
行
わ
れ
ま
し
た

(l
写
真
)。

こ
れ
は
、
上
田
青
年
会
議
所
が
市

民
や
観
光
客
に
愛
さ
れ
る
マ
ス
コ
ッ

ト
を
!
と
一
般
か
ら
募
集
し
た
も
の

で
、
二
十
数
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
採
用
さ
れ
た
の
は
、
か
わ
い
い

猿
飛
佐
助
が
勢
い
よ
く
走
り
出
す
姿

を
描
い
た
小
林
輝
子
さ
ん
(
二
十
五

歳
・
緑
が
丘
)
の
作
品
で
す
。

発
表
会
の
後
は
早
速
、
帰
省
客
な

ど
で
に
ぎ
わ
う
上
田
駅
で
、
「
猿
飛

く
ん
」
の
ス

テ
ッ
カ
ー
を
配
り
な
が

ら
城
下
町
上
回
を

P
R
し
ま
し
た
。

[6] 7 広報うえだ1.9. 

は
午
後
十
二
時
三
十
分
か
ら
同
九
時

(
日
曜
、
祝
日
は
休
館
)。

教養講座 (10月から)
曜 日 講 座 名 回 数 疋{ 貝~

月
茶道 (畏 千 家 ) 22回 12人

生け花(草月流) 22回 15人

火 生け花 (草 月流) 22回 15人

木
生け花 (池坊) 22回 15人

手 話 10回 15人

金
生け花(小原流) 22 回 15人

手 編み 22回 15人

時間は午後 6 時30分~ 8 時30分(手話は
午後 7 時~ 8 時30分)



だ
さ
い
。

家
の
中
で
く
つ
ろ
い
で
い
る
時
に

背
伸
び
を
し
た
り
、
イ
ス
や
タ
オ
ル

を
使
っ
て
体
を
ね
じ
っ
た
り
曲
げ
た

り
、
毎
日
二
j

三
分
で
も
続
け
れ
ば

と
て
も
よ
い
運
動
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
手
軽
に
で
き
る
「
歩
く
」
こ
と

も
、
全
身
の
運
動
に
な
り
ま
す
の
で
、

お
勧
め
し
ま
す
。
最
初
は
五
分
く
ら

い
で
疲
れ
な
い
程
度
か
ら
始
め
、
少

し
ず
つ
時
間
を
延
ば
し
て
い
き
ま
し

ト
品
よ
ノ
。

今
ま
で
運
動
を
し
な
か
っ
た
人
が
、

急
に
過
激
な
運
動
を
す
る
こ
と
は
危

険
で
す
。
あ
く
ま
で
自
分
に
あ
っ
た

運
動
を
マ
イ
ペ

ー
ス
で
や
る
こ
と
で

す
。
運
動
を
す
る
前
に
は
、
自
分
の

体
の
状
態
(
例
え
ば
前
日
の
疲
れ
が

残
っ
て
い
な
い
か
、
よ
く
眠
れ
た
か
、

動
惇
や
息
切
れ
は
な
い
か
な
ど
)
を

チ
ェ

ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、

少
し
休
ん
で
様
子
を
み
た
り
、
か
か

り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

ス
ト
レ
ス
を
だ
め
な
い

「
病
い
は
気
か
ら
」
な
ど
と
よ
く

言
わ
れ
ま
す
が
、
若
々
し
い

心
を
持

ち
続
け
る
こ
と
も
老
化
を
防
ぐ
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
積
極
的
に

い
ろ
い
ろ
な

も
の
に
参
加
し
て

み
た
り
、
趣
味
を

生
か
す
な
ど
、
毎
日
を
楽
し
く
過
ご

し
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

以
上

の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
て
、

心
も
体
も
健
康
で
過
ご
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
も
し

お
か
し
い
な
と
感
じ
た
ら
自
分
一
人

で
悩
ま
ず
、
医
師
や
保
健
婦
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

働
く
婦
人
の
家

毛
糸
機
械
編
み
、
生
活

講
座
の
受
講
生
募
集

市
内
に
住
む
か
、
市
内
事
業
所
で

働
く
女
性
が
対
象
で
す
。
場
所
は
働

く
婦
人
の
家
(
材
木
町

一
、
宮
⑫
2

9
8
8
)
で
、
受
講
料
は
無
料
。
直

接
、
電
話
な
ど
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
(
水
曜
休
館
)
。

圃
毛
糸
機
械
編
み

マ
と
き
十
月
五
日
か
ら
同
三
十

日
ま
で
の
水
曜
、
土
曜
、
日
曜
、
祝

日
を
除
く
十
四
日
間
。
午
前
九
時
か

ら

午

後

三

時

マ

定

員

十

五

人

マ
そ
の
他

①
編
み
機
は
用
意
し
ま

す
②
材
料
費
の
み
実
費

-
生
活
講
座
(
講
演
)

マ
と
き
、
内
容
①
九
月
二
十
九

日
働
「
美
し
く
生
き
抜
く
た
め
の
健

康
法
」

(
市
保
健
予
防
課
岡
田
む
つ

江
)
②
十
月
十
二
日
嗣
「
お
ぼ
え
て

お
き
た
い
看
護
法
」
(
芦
田
き
だ
よ

さ
ん
)
③
十
月
十
九
日
附
「
寝
た
き

り
に
な
ら
な
い
介
護
法
」
・
(
同
)
、
い

ず
れ
も
午
後
六
時
か
ら
八
時
マ
定

員
そ
れ
ぞ
れ
三
十
人
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1111 
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1111 
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1111 
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1111 
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1111 

1111 

1111 
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1111 

1111 

1111 

1111 

1111 

1111 

1111 

1111 

1111 

1111 

111I 

1111 

1111 

1111 
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1111 

111I 

1111 

1111 

1111 

1111 

1111 

1111 

111I 

111I 

111I 

1111 

1111 

M 
111I 

1111 

1111 

1111 

111I 

R記|税|の!コ1-1ナ1-
~年金と税~

-年金収入は雑所得

国民年金、厚生年金などの公的年金や生命保険、

郵便年金などの私的年金を受け取ったときには、

雑所得として住民税がかかります。

く公的年金とは〉

①国民年金法、厚生年金保険法、国家公務員等共

済組合法などの法律の規定に基づく年金

②思給(一時恩給を除きます)や過去の勤務に基

づき使用者であった者から支給される年金

③適格退職年金契約に基づいて支払し、を受ける年

金一ー などがあります。

・雑所得の計算

〈公的年金の場合〉

公的年金等の収入金額一公的年金等控除額

=雑所得の金額

公的年金等控除額の算出方法は、受給者の年齢

が65歳以上か否かで異なり、次表のとおりです。

く公的年金等控除額〉

065歳未満の人

公的年金等の収入金額 | 公的年金等控除額

120万円以下一・………・・・・一一・……… 60万円

120万円超400万円以下……年金収入X25%+30万円

400万円超760万円以下……年金収入X15%+70万円

760万円超……一年金収入X5%+146万円

065歳以上の人

公的年金等の収入金額 | 公的年金等控除額

240万円以下・・・...........................120万円

240万円超440万円以下……年金収入X25%+60万円

440万円超800万円以下・・・・・・年金収入X15%+104万円

800万円超………年金収入X5%+184万円

@65歳未満かどうかは、その年の12月31日の年齢によります。

〈計算例〉

①63歳で公的年金が200万円の人の場合

b公的年金控除額・・・

200万円 X25%+30万円=80万円

[>所得額...200万円一80万円=120万円

②67歳で公的年金が250万円の人の場合

b公的年金控除額一・

250万円 X25%+60万円=122万5千円

b所得額・・・250万円-122万5千円=127万5千円

・他の所得と合算

他に所得があれば雑所得と合算して、住民税が

計算きれます。

仁〉問い合わせ 市民税課(内線1281)

広報うえだ1.9. 1 {ア}



百台ノ

秒

る

夏
の
夜
空

ー
大
花
火
大
会
f

)

市
制
七

O
周
年
記
念
「
大
花
火
大

会
」
が
、
八
月
十
日
午
後
七
時
か
ら

千
曲
川
上
田
橋
上
流
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
ス
タ

l
マ
イ
ン
、
打
ち
上
げ
花

火
な
ど
が
続
々
と
夏
の
夜
空
に
打
ち

上
げ
ら
れ
、
見
物
に
訪
れ
た
約
三
万

人
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

世界の児童画一堂に

「世界の子ども絵画展」が 8月 5日か ら

31日まで、山本鼎記念館で聞かれました。

世界108か国から200点余りの児童画が展示

され、訪れた市民も世界の子どもたちが色

彩豊かに描いたレベルの高い作品に感心し

た様子でした。

開~，曹~ ï"'l '丸~.~ 樋

I Q 
を満喫

姉妹都市・鎌倉市の子どもたち43人 (小学

5 ・6年生)が、 8月8日から 10日まで上田

市を訪れ、上回の子どもたちと交流するなど

「信州、|の夏」を満喫しました。 9日には、自

然運動公園で東塩田地区の小学 5・6年生35

人といっしょに、フィールドア スレチックを

楽しみました(=写真)。

「信州の夏」

9
月
9
日
は
「
救
急
の
日
」

救
急
に
対
す
る
理
解
と

認
識
を
深
め
よ
う
/

[8J 7 

川

昨

年

の
上
田
市
の
救
急
出
場
件
数

川
は
二
千
三
百
七
十
三
回
。
一
日
平
均

川
七
回
、
市
民
五
十
人
に
一
人
が
救
急

川

車
を
利
用
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

川
救
急
に
関
す
る
知
識
を
習
熟
し
、
い

川

ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

川

①
救
急
車
を
利
用
す
る
と
き
は
:
・

川

救

急

車
は
、
急
病
や
け
が
な
ど
で

川
苦
し
ん
で
い
る
人
を
一
刻
も
早
く
病

川

院

へ
搬
送
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
て

川
い
ま
す
。
安
易
な
利
用
は
避
け
ま
し

川

よ

与

ノ。

川
②
応
急
手
当
の
方
法
を
覚
え
る

川
人
が
倒
れ
て
い
た
ら
、
あ
な
た
な

川
ら
ど
う
し
ま
す
か
。
正
し
い
応
急
手

川
当
が
で
き
た
ら
、
「
大
事
」
に
到
ら
ず

川
尊
い
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
た
で
し

川
ょ
う
。
万
一
に
備
え
て
、
救
急
法
の

川
講
習
会
に
参
加
し
~
正
し
い
応
急
手

川

当
の
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

川
③
救
急
医
療
機
関
を
確
認
し
て
お
く

川

日
ご
ろ
か
ら
「
自
分
の
健
康
は
白

川

分
で
、
家
族
の
健
康
は
家
庭
で
守
る
」

川

心
掛
け
が
大
切
。
主
治
医
を
決
め
て

川
お
き
、
休
日
は
当
番
医
の
確
認
も
。

川

・
問
い
合
わ
せ
救
急
お
よ
び
救
急

川

講
習
会
に
つ
い
て
は
消
防
本
部
(
宮

川
⑫
2
5
0
1
)

へ

広報うえだ守 .9.



昭和28年

須川湖での

全日本スケ-~大会

マー>

人気です野外劇場

夏休み映画劇場が 8月 9日夜、市文化セ

ンタ ー で行われました。会場の同センタ ー

前庭には、夕涼みを兼ねた親子共れなど約

150人が訪れ、アニ メ作品の「火垂るの墓」

を鑑賞しました。

企
須
川
湖
の
土
手
に
は
、
大
勢
の
市
民
が

見
物
に
訪
れ
た

4

司
大
会
に
出
場
し
た
北
海
道
の
女
子
選
手

企業ヘ熱心に質問

「上田地域就職ガイダンス」が 8月7日、

上田商工会議所で聞かれました。これは来

春、大学・短大などを卒業する学生が対象

で、上小地方の54杜が参加。今年は、売り

手市場のということもあり、訪れた学生は

昨年より 100人以上も少ない175人で した。
提供者

手塚幸雄さん

(79歳・須川)

高
見
沢
初
枝
が

強
烈
に
デ
ビ
ュ
ー

昭
和
二
十
八
年
一
月
か
ら
二
月
に

か
け
、
須
川
湖
で
全
日
本
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
後
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活

躍
し
た
南
佐
久
実
業
高
の
高
見
沢
初

枝
さ
ん
も
出
場
し
、
五
百
川
で
優
勝

す
る
な
ど
強
烈
に
デ
ビ
ュ

ー
し
た
大

会
で
も
あ
り
ま
し
た。

選
手
た
ち
は
、
須
川
の
各
家
庭
に

分
散
し
て
泊
ま
り
ま
し
た
。
ど
の
家

庭
も
選
手
た
ち
が
ベ
ス

ト
の
体
調
で

出
場
で
き
る
よ
う
に
と
、
食
事
な
ど

で
き
る
だ
け
の
も
て
な
し
を
し
ま
し

た
。
ふ
ろ
は
、
ま
だ
水
道
が
な
か
っ

た
時
代
で
す
の
で
、
婦
人
た
ち
が
井

戸
の
水
を
か
つ
い
で
運
び
ま
し
た
。

当
時
の

リ
ン
ク
は
、
今
と
は
違
っ

て
天
然
の
氷
。
大
会
前
か
ら
、
氷
造

り
の
専
門
家
が
北
海
道
か
ら
訪
れ
、

指
導
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
に

氷
造
り
の
技
術
を
覚
え
た
こ
と
は
、

以
後
、
須
川
湖
で
何
回
か
聞
か
れ
た

大
き
な
ス
ケ
ー
ト
大
会
で
の

リ
ン
ク

造
り
に
、
と
て
も
役
立
ち
ま
し
た
。

防災の知識しヲかり・..
「ご存じですか防災ミニ百科Jを放映

(テレビ信州)

9/ア⑧ r9月9臼は毅急の臼J

9/14⑧「災害に強いまちづ、くりJ

9/21⑧「災害に備える防災行政無線」

時間は午前 11 時25介 ~II 時30分

7 広報うえだ1.9.【9]



市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

き
の
こ
展
示
会
を

開

催

し

ま

す

上
小
き
の
こ
中
毒
防
止
推
進
協
議

会
で
は
、
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

き
の
こ
の
名
前
や
毒
き
の
こ
を
覚
え

る
よ
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ど
う
ぞ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

マ
と
き
九
月
二
十
二
日
働
か
ら

同
二
十
四
日
側
、
午
前
十
時
1
午
後

六
時
(
二
十
四
日
は
午
後
四
時
)

マ
と
こ
ろ
は
て
い
や
上
田
庖

(二

階
)
マ
内
容
き
の
こ
展
示
会
、

き
の
こ
相
談
室
、
き
の
こ
写
真
展

・
注
意
し
て
「
き
の
こ
中
毒
L

も
う
す
ぐ
、
き
の
こ
シ
ー
ズ
ン
。

次
の
点
に
注
意
し
て
、
き
の
こ
に
よ

る
食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
知
ら
な
い
き
の
こ
は
食
べ
な
い
。

②
毒
き
の
こ
を
覚
え
る
。
③
昔
か
ら

の
言

い
伝
え
や
迷
信
は
信
じ
な
い

0

・
き
の
こ
相
談
員

き
の

こ
に
深
い
知
識
を
お
持
ち

の

ド
か
た
に
「
き
の
こ
相
談
員
」
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
次
の
皆
さ

ん
へ
ど
う
ぞ
。

市
き
の
ニ
相
談
員

マ
佐
藤
昭
夫

さ
ん
(
赤
坂
・

2
⑫
1
3
9
0
)

マ
赤
羽
仁
士
さ
ん
(
常
磐
町
・

8
⑫

9
1
9
4
)

マ
森
井
広
さ
ん

(
浦

野
・
宮
⑥
2
1
2
1
)

県
き
の
こ
衛
生
指
導
員

マ
大
久

保
一
海
さ
ん

(常
入
・

2
⑫
6
5
8

4
)

マ
内
河
泰
長
さ
ん
(
五
加
・

8
⑧
2
4
7
1
)
 

第
3 

会因
習ー上

加 γ田

者 3長
を竺場

募ン

集室

マ
と
き
十
月
十
日

ω・
体
育
の

日
(
雨
天
決
行
)

マ

と

こ

ろ

集

合

は
市
営
陸
上
競
技
場

(
ス
タ
ー
ト
な

ど
は
未
定
)

マ
種
目
①
一
般
二

O

J

(
高
校
生
以
上
)
②
一
般
一

O

J

(
高
校
生
以
上
)
③
女
子
一

O

J

(
高
校
生
以
上
)
④
一

般
五
キ
ロ
(
高

校
生
以
上
)
⑤
女
子
五
キ
ロ
(
高
校
生

以
上
)
⑥
中
学
生
五
キ
ロ
⑦
五

O
歳
以

上
五
キ
ロ
⑧
フ
ァ
ミ
リ
ー
=
一
キ
ロ
マ
資

格
一
般
?
?
チ
ュ
ア
競
技
者
で
、

健
康
に
自
信
の
あ
る
人
マ
参
加
料

大
人
二
千
円
、
小

・
中
・

高
生
千
円

マ
申
し
込
み
九
月
二
十
五
日
間
ま

で
に
、
参
加
料
を
添
え
て
教
育
委
員
会

内
上
田
古
戦
場

ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
大

会
事
務
局
(
市
役
所
西
庁
舎
二
階
・

内
線

1
9
1
1
)
へ
。

市
民
ふ
れ
あ
い
広
場
を

開
催
し
ま
す

市
民
一
人
ひ
と
り
が
福
祉
問
題

の

認
識
を
高
め
、
障
害
者
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き
九
月
十
五
日
附
(
敬
老

の
日
)
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

マ

と

こ

ろ

上

回

創

造

館

周

辺

マ

1 ・ せ る た まはく資今 こ定に る リ 置 ?ー~ 3 0 ま応品なあ内
2 問ん場家なす資だ産年取と資な家も壊な家 | 町 I--=-- :2で 募 展どい容

。合屋お 。産さ税中りが産つ屋のしど屋 | 以 |へ 5 に さ」
合 はで、 税い課に壊あ税てがはた~ ，~ 届り I -~社れのマン陪

)わ 提今法 課。ま「しりがいなあまの住 | け壊 | か会る合そサ吾

せ 字工費 f正Z号室手三会話;芸員宅 |出し l若君主 ZZJ君
資 る に に ぴ り 支 壊 が 。 ま 屋 合せ届ま倉 | は家 | 課協は募 、作
産 必滅季 各壊所しあ まはでん け た 庫 | お屋 I ~議、集「 も品

諸 君室号 車品主EZ 読まも、ヵ;22主|早の 1 2会背主 E2票
( あ記れ に出出書と さ度未 つ部 庫 | め I '11盃九ピ者き
内 リをて あ書し」き れも届 てを、 lに 6⑫日手の大 ふ
総 ますい り」てをは る固け い取物 I，- I 0 '2仕)て作会れ

線マま ら すごおで様流 除一 一課申マあ住干マ石蒼
1 問すれ調。協 忙 のが通こく般 十 商般(し申るむ九家井久マ

ど 。 、査 力し資将の のあ飲 月、業飲岱込込人人百賃、保募

!??ii;12HZFi日E?fむ己正耳目
;声 認達 32手持品ノ|:写て望23お背1員会E23み

百に う手る針に業行 、f - 内方十岸内資円上 官 す

立辞 長f員宅hZ還2ゎ雲告示 l- ?雲五基品格土手主主
資 ZF UZ22L話22長い ;星川為要員元 型車主
内 れ守 ま、 。上皆品てをに ) 築 マ 1) がに三 、て力"

県
営
住
宅
の

補
充
入
居
者
を
募
集

[10] 7 広報うえだ1.9. 



と決定

1億円

rワリージシティ上回』

ふるさと創生

万②
企画課(内線 1222)

-観世流「能の会J

[>とき 9月17日(11)午 後 1時- [>とニろ 上

田 市民会館じ〉入場料有料じ〉内容人間国宝

級能楽自fIiなどによる能と狂言の上演

-日本水彩画会「長野県展」

[>とき 9月19日(火)-24日(Il) [>ところ 上田

創造館 b入場料 一般 300円、小中学生は無料

b内容 県内から集まった水彩画の優秀作品約200

点が一堂に展示 されます。

上

小

地

区

防
災
フ
工
戸
を
開
催

上
小
広
域
消
防
本
部
で
は
、
消
防

に
対
す
る
理
解
と
防
火
意
識
を
高
め

て
も
ら
お
う
と
、
次
に
よ
り
開
催
し

ま
す
。

マ
と
き
九
月
十
日
日
午
前
十
時

か

ら

午

後

四

時

マ

と

二

ろ

東

部

町

町

民

広

場

マ

内

容

①

は

し

ご

車
、
ポ
ン
プ
車
、
救
助
工
作
車
な
ど

の
展
示
②
初
期
消
火
実
験
③
魚
つ
か

み
、
大
声
・
じ
ゃ

ん
け
ん
大
会
④
救

助
隊
員
と
遊
ぼ
う
コ

ー
ナ
ー
⑤
綿
あ

-上田市農協祭

仁〉とき 9月23日(-:1::)・ 24日(H) じ〉ところ 上回

公園、市民会館など b内容 農産物品評会、小

中学生書画展、 青 空市場、農機具 展、優秀経営農

家表彰、民謡大会など

-塩田農協まつり
[>とき 9月23日(-:t)・24日(日) [>ところ 詰王国

農協会館と周辺施設 b内容 農産物品評会、健

康相談、生活用品の展示即売、小中学生書画展、

踊 1)発表会など

め
コ
ー
ナ
ー
な
ど
マ
問
い
合
わ
せ
い

消
防
本
部
告
⑫
2
5
0
1

圃
平
成

2
年
度

一い

-

県

民

手

帳

の

一…

マ

職

種

外

務

職

(、
王
に
郵
便
物

園

!

J
干
引
わ

T
3
7「
一~

の
取
り
集
め
、
配
達
お
よ
び
郵
便
商

圏

予

約

受

付

中

で

す

一J

耳

固
-
|
|
い
い
川
げ
川

Hい
い
い
し

川
品
の
版
売
)

マ
資
格
昭
和
三
十

県
民
手
帳
の
予
約
受
付
を
始
め
ま
い
年
四
月
二
日

1
同
四
十
七
年
四
月
一

し
た
。
身
近
な
情
報
、
役
立
つ

パ
|

~

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

(学
歴
は
間

ト
ナ
ー
と
し
て
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
川
い
ま
せ
ん
)

マ
試
験
日
十
月
八

マ

頒

価

三

百
六
十

円

マ

配

布

〉
日
制
(
一
次
)

マ
試
験
地

長
野
市
、

十
一
月
初
旬
マ
予
約
締
切
日
九

九
松

本

市

マ

採

用

約

五

十

人

(県

月

三

十

日

川

マ

申

込

先

企

画

課

一
内
)

マ
申
し
込
み
最
寄
り
の
郵

統
計
係

(内
線
1
2
2
5
・
1
2
2
川
便
局
に
受
験
申
込
書
が
あ
り
ま
す
。

6
)
へ
電
話
な
ど
で
ど
う
ぞ
。

〈
受
付
期
限
は
九
月
十
日
目
ま
で
マ

J

問
い
合
わ
せ
上
田
郵
便
局
庶
務
会

同
計
課

(
包
⑫
1
0
0
0
)

図書館 10月11日---27日、休館します

図書館では、特別整理につき、 10月11日(水)か

ら27日栓)までが休館となります。 この期間中、

本を返すかたは図書館正面の返却ポス トへ 。

また、 業務の電算化準備のため、全部の図書

についてデータとの照合をします。図書は返却

期限に必ずお返しください。 なお、 10月 1日(日)

(日)から 8日(日)までは、図書の貸し出しは行いま

せ んのでご協力ください。 (ft⑫0880)

「
ふ
る
さ
と
創
生

一
億
円
」
事
業
に
つ
い
て
、
市

民
広
聴
会

(
計
二
十
七
回
)
や
郵
送
な
ど
で
、

多
く

の
皆
さ
ん
か
ら
ご
提
案
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
れ
ら

の
提
案
と
庁
内
職
員
か
ら

の
も

の
を
ま
と
め
、
選
定
委
員
会
(
各
界
階
層
の
代
表
で

構
成
)
か
ら
の
選
定
を
受
け、

「ク
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
上

回
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
「
ク
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
上
回
」
は、

一
億
円
を

基
金
に
快
適
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
リ
を
目
指
し
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
環
境
の
美
化
や
ま
ち

づ
く
り

に
関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
連
帯
感
を

高
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
事
業
に
つ
い
て
は

事
業
計
画
を
た
て
、
順
次
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
事

業
推
進
に
あ
た
リ
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

信
越
郵
政
局

郵
便
外
務
職
員
を
募
集

収
納
代
理
金
融
機
関
に

市
農
協
浦
里
支
所
を
追
加

上
田
市
農
業
協
同
組
合
浦
里
支
所

が
次

の
と
お
り
開
設
さ
れ
ま
す
。
市

の
収
納
代
理
金
融
機
関
と
し
て
、
公

金
の
取
り
扱
い
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
浦
里
農
協
が
上
田
市
農

協
に
九
月
一
日
幽
か
ら
合
併
す
る
こ

と
に
伴
い
、
浦
里
農
協
の
収
納
代
理

金
融
機
関
事
務
取
扱
庖
の
指
定
を
取

り
消
す
干
」
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

マ
上
田
市
農
業
協
同
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県長野総合健康センター(長野市若里)では、

最新の分析装置や コンビュ ー タを使って健康度測

定をします。 7月16日付け「広報」で希望者を募

集 しましたが、 若干余裕があ りますので、追加募

集を します o

b受診日 10月、 3月の指定 日 b対象 35歳

以上の市民 [>検査内容 血液生化学、 心電図な

ど11項目の検査と体力測定、歯科検診(希望者の

み胃検診) [>申し込み 保健子防課へ

の追加募集.r健康度測定」

-健康増進クリニック
じ〉とき 9月28日(木)午前 8時45分から午後 3時

bところ 上田保健所(合同庁舎) [>対象 お

おむね60歳未満 b内容 ① 健康度測定(検尿、

血液・ 眼底検査、 心電図など)②休養・栄養診断

③個人相談など [>定員 20人 [>費用 4，620円

b申し込み 9月21日休)までに上田保健所 (fi⑧

1260内線235)へ

-三種混合予防接種
2回目以降を別表のとおり行います。 8月に 1

期 1回目を接種できなかった子どもさんも予備日

まで含めると 3回できますので、お受けくださし、。

詳しくは、 8月 1日付け 「広報うえだ、」をご覧

くfごきし、。

予備日
対象地区会場名

2回目 3回目

市保 健 セ ンタ ー 9 10 
東部・南部地区

(市役所南庁舎 2階)
月 月
14 11 

立子 町 会館 休日守 。目，)<) 城下地区

塩田母子健康センター
帥月i日9 9 ) ヤ月日11 同0 2 

I孟田士也区

川西社会福祉センター 川西地区

市保健センター 9 10 

(市役所南庁舎 2階)
月 月 中央・北部地区
20 20 

上野が丘 公 民館 (7日，)<) (金日) 神科・豊殿地区

市保 健 セ ンタ ー 9 10 西部・塩尻地区
(市役所南庁舎 2階) 月 月

川 辺町会館 26 24 川辺 ・泉田地区

神川地区 公民館 ( 日火) (日火) 神)11地区

市 保 健 セ ンタ ー 11 東部・南部・城下・塩田・
/ 

(予備日) 14(刈 川西地区

市保健セ ンタ ー 11 中央・北部・西部・塩尻・

(予備日) / |50同
川辺・泉田 ・神川・神科・
豊殿地区

※接種時間は各会場とも午後1時30分から2時30分まで

(12] 

三種混合予防接種目程表(前期)
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